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三
四
回
目
を
迎
え
る
社
会
経
済
視
察

は
、『
シ
ェ
ー
ル
革
命
、
３
Ｄ
製
造
業

革
命
が
進
行
す
る
ア
メ
リ
カ
を
視
る
』

を
テ
ー
マ
に
十
一
月
十
三
日
�
〜
二
〇

日
�
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
の
産
業
界
で
最
も
注
目

を
浴
び
て
い
る
テ
ー
マ
に
「
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
」、「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
」
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
先
進
事
例
を

ア
メ
リ
カ
で
視
察
す
る
こ
と
目
的
に
開

催
し
、
�
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
事
業
、

�
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
活
用
し
た
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
取
組
事
例
の
二
つ
の
事

業
・
事
例
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー
視

察
、
メ
キ
シ
コ
国
境
の
テ
ィ
フ
ァ
ナ
、

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
観
光

を
含
ん
だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
視
察
団
概
要
、
視
察
報
告
の

内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

視視
察察
団団
概概
要要

名

称

平
成
二
五
年
度

埼
玉
県
経
営
者
協

会
・
社
会
経
済
視
察
団

期

間

平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
�
〜

二
〇
日
�

団

員

一
九
名
（
団
員
名
は
別
表
）

団

長

西
村

和
義

当
会
会
長
、
日
本
信
号
�
取
締
役

会
長

視視

察察

報報

告告

◇
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
動
向
と
日
本
へ
の

影
響

牧

毅

当
会
副
会
長
、
東
京
ガ
ス
�
埼
玉

支
社
長

◇
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
事
業
視
察
（
ク

イ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
社
）

山
本

猛

坂
戸
ガ
ス
�
営
業
部
部
長

◇
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
開
発
製
造
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
視
察
（
デ
ィ
ー
ズ
メ
ー
カ

ー
社
）

藤
池

誠
治

当
会
副
会
長
、
�
デ
サ
ン

代
表

取
締
役
会
長

◇
ア
メ
リ
カ
観
光
事
情
に
つ
い
て

宮
田

信
久

埼
玉
県
経
営
者
協
会

事
務
局
次

長
兼
調
査
部
長

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１４ 月号

別冊 社会経済視察団報告特集 日本経団連 埼玉

平
成
二
五
年
度
埼
玉
経
協
・
社
会
経
済
視
察
団
視
察
報
告

『
シ
ェ
ー
ル
革
命
、
３
Ｄ
革
命
が

進
行
す
る
ア
メ
リ
カ
を
視
る
』

２・３
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
開
発
製
造
メ
ー
カ
ー
前
で
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１
�
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
と
は

米
国
政
府
に
よ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開

発
は
１
９
７
０
〜
１
９
８
０
年
代
か
ら

始
ま
り
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
水
圧

破
砕
や
水
平
杭
井
掘
削
等
の
技
術
開
発

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
商
業
生
産
が
可

能
と
な
っ
た
。
生
産
量
が
飛
躍
的
に
伸

び
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
２
０

０
５
年
夏
の
巨
大
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る

天
然
ガ
ス
生
産
施
設
へ
の
被
害
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
る
天
然
ガ
ス
価
格
の
急
上
昇

が
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
米
国
以
外
に
も
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
は
存
在
す
る
が
、
欧
州
や
中
国
で
は

事
業
環
境
整
備
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

か
ら
開
発
は
徐
々
に
進
む
見
込
み
で
あ

り
、
本
格
的
な
生
産
開
始
は
２
０
２
０

年
以
降
に
な
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

�
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
特
徴

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
は
、
通
常
の

ガ
ス
田
以
外
か
ら
開
発
さ
れ
る

「
非
在
来
型
ガ
ス
」
の
一
つ
で

あ
り
、
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て

き
た
「
在
来
型
ガ
ス
」
に
比
べ
、

取
り
出
し
に
く
い
（
ガ
ス
の
流

れ
に
く
い
）
岩
石
に
残
留
・
吸

着
し
て
い
る
。
在
来
型
の
ガ
ス

は
隙
間
の
多
い
岩
石
の
中
の
貯

留
槽
に
集
積
さ
れ
て
い
る
た
め
、

地
下
に
穴
を
開
け
れ
ば
自
然
に

岩
石
の
隙
間
か
ら
ガ
ス
が
地
上

に
噴
き
出
て
く
る
が
、
非
在
来

型
は
ガ
ス
を
流
れ
や
す
く
す
る

た
め
に
穴
を
岩
石
に
沿
っ
て
水

平
に
掘
っ
た
り
（
水
平
杭
井
）、

高
圧
の
水
を
流
し
て
岩
石
内
に

割
れ
目
を
人
工
的
に
作
る
（
水

圧
破
砕
）
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
分

生
産
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

（
図
１

在
来
型
ガ
ス
と
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
）

�
米
国
で
始
ま
っ
た
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

革
命

水
圧
破
砕
と
水
平
杭
井
の
技
術
開
発

に
よ
り
、
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
米

国
の
天
然
ガ
ス
開
発
量
が
増
加
し
始
め

た
。
例
え
ば
テ
キ
サ
ス
州Barnett

シ

ェ
ー
ル
の
水
平
杭
井
は
、
１
９
９
９
年

に
は
４
杭
だ
っ
た
が
、
２
０
０
４
年
末

に
は
７
４
４
杭
に
増
加
し
て
い
る
。
さ

ら
に
既
述
の
通
り
、
２
０
０
５
年
夏
の

ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
に
よ
る
天
然
ガ
ス
価

格
高
騰
に
よ
り
、
米
国
に
お
け
る
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
生
産
量
は
急
増
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。（
図
２

米
国
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
生
産
量
の
推
移
）

２
０
１
３
年
１２
月
に
出
さ
れ
た
Ｅ
Ｉ

Ａ
（U

.S.
Energy

Inform
ation

A
d-

m
inistration

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
）
の

Ａ
Ｅ
Ｏ
２
０
１
４
（A

nnual
Energy

O
utlook

2014

）
に
よ
れ
ば
、
天
然
ガ

ス
生
産
量
は
今
後
も
年
々
増
加
す
る
見

通
し
で
あ
り
、
２
０
１
２
年
か
ら
２
０

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
動
向
と

日
本
へ
の
影
響

本
会
副
会
長
・
東
京
ガ
ス
�

埼
玉
支
社
長

牧

毅

氏

在来型ガスは岩石の中の貯留槽に集積（図の左側）、
シェールガスは岩石内に残留・吸着している（図の右側）。

出所：米国エネルギー省データをもとに JOGMEC作成

出所：JOGMEC作成

図１ 在来型ガスとシェールガス

図２ 米国シェールガス生産量の推移
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生産量

消費量

輸入量

４
０
年
で
５６
％
の
生
産
増
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

こ
の
結
果
、
米
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
量

は
減
少
し
、
ま
た
現
在
カ
ナ
ダ
か
ら
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
で
輸
入
し
て
い
る
天
然
ガ

ス
も
３
割
（
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
４

０
年
）
の
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。一

方
、
米
国
か
ら
海
外
へ
の
輸
出
量

は
増
加
し
、
メ
キ
シ
コ
へ
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
に
よ
る
輸
出
は
同
期
間
に
年
６
％

増
加
、
カ
ナ
ダ
へ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
輸

出
も
年
１
・
２
％
増
と
想
定
さ
れ
て
い

る
。米

国
に
お
け
る
在
来
型
ガ
ス
の
生
産

量
は
漸
減
し
て
い
る
が
、
上
記
の
よ
う

に
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
中
心
と
す
る
非
在

来
型
ガ
ス
の
生
産
増
を
背
景
に
、
現
在

の
見
通
し
で
は
米
国
は
２
０
２
０
年
ま

で
に
天
然
ガ
ス
の
純
輸
出
国
に
転
ず
る

見
通
し
で
あ
る
。（
図
３

米
国
の
天

然
ガ
ス
生
産
量
、
消
費
量
、
輸
入
量
）

�
米
国
以
外
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発

状
況

米
国
以
外
の
地
域
、
例
え
ば
中
国
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、
南
ア
フ

リ
カ
等
に
も
相
当
量
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

が
賦
存
し
て
い
る
が
、
米
国
と
は
事
業

環
境
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本

格
的
な
生
産
が
始
ま
る
の
は
２
０
２
０

年
以
降
に
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
以

下
、
欧
州
と
中
国
に
つ
い
て
、
そ
の
状

況
を
概
観
す
る
。（
図
４

世
界
の
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
推
定
可
採
埋
蔵
量
）

�
欧
州

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
自
体
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
一
定
量
が
賦
存
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
開
発
は

ま
だ
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
理

由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

古
く
か
ら
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
・

生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
米
国
で
は
、
地

質
評
価
が
進
ん
で
お
り
、
豊
富
な
地
質

情
報
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
輸
送
網

（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
に
加
え
、
第
三
者
に
よ
る
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
使
用
権
（Third

Parity
A
ccess

）

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産

し
た
ガ
ス
を
様
々
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
各

地
に
輸
送
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
米
国
で
は
土
地
所
有
者
が
地
下

資
源
の
所
有
源
を
有
す
る
た
め
、
開
発

が
進
み
や
す
い
環
境
に
あ
る
。

一
方
欧
州
は
、
元
来
は
石
油
・
天
然

ガ
ス
の
生
産
地
で
は
な
い
た
め
、
ま
だ

地
質
評
価
の
初
期
段
階
に
あ
り
、
生
産

設
備
・
輸
送
設
備
も
未
整
備
で
あ
る
。

ま
た
米
国
に
比
べ
て
人
口
密
度
が
高
い

た
め
、
用
地
確
保
や
環
境
問
題
な
ど
資

源
開
発
に
対
す
る
地
元
住
民
の
反
対
運

動
な
ど
を
誘
発
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。

現
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
環
境
規
制
に
よ

っ
て
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
が
止
め
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発

を
進
め
る
た
め
の
様
々
な
課
題
か
ら
、

米国エネルギー省によれば、米国は２０２０年
には天然ガスの純輸出国に転ずる見通し
（２０１１年時点では８％分を輸入）

図３ 米国の天然ガス生産量、消費量、輸入量
（単位 Tcf：一兆立方フィート）

出所：米国エネルギー省

出所：日本ガス協会

図４ 世界のシェールガス推定可採埋蔵量
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日本

ドイツ
英国

米国

そ
の
生
産
コ
ス
ト
は
米
国
の
２
・
５
倍

〜
８
倍
と
の
試
算
も
あ
り
、
開
発
は
２

０
１
０
年
代
半
ば
か
ら
徐
々
に
進
ん
で

い
く
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ス

ピ
ー
ド
は
遅
く
、
規
模
も
小
規
模
に
と

ど
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�
中
国

石
炭
依
存
度
の
高
い
中
国
で
は
、
２

０
０
９
年
時
点
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
ガ
ス
の
割
合
は
４
％

で
あ
る
が
、
国
と
し
て
天
然
ガ
ス
転
換

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
２
０

２
０
年
ま
で
に
１０
％
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
中
国
に
お

け
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
資
源
量
の
潜
在
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
く
、
埋
蔵
量
は
未

確
認
な
が
ら
、
米
国
の
開
発
状
況
に
刺

激
を
受
け
て
２
０
１
０
年
頃
よ
り
中
国

国
有
石
油
会
社
が
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発

事
業
に
進
出
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
に
と
っ
て
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
開
発
の
魅
力
は
大
き
い
が
、
技

術
面（
杭
井
掘
削
サ
ー
ビ
ス
の
未
発
達
）、

輸
送
手
段
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整
備
）、

ラ
ン
ド
ア
ク
セ
ス
権
の
難
し
さ
（
国
が

地
下
資
源
所
有
権
を
持
つ
た
め
土
地
所

有
者
に
開
発
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
）
や
水

資
源
の
確
保
、
環
境
問
題
な
ど
、
現
時

点
で
は
未
だ
数
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

開
発
の
進
展
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

２
�
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
あ
た
え
る

影
響

米
国
に
お
け
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発

の
進
展
は
、
世
界
の
天
然
ガ
ス
価
格
だ

け
で
な
く
、
石
油
や
石
炭
な
ど
の
他
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
流
通
や
価
格
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。

�
米
国
と
世
界
の
天
然
ガ
ス
価
格

現
在
、
ア
ジ
ア
・
北
米
・
欧
州
の
三

市
場
で
は
ガ
ス
価
格
が
地
域
別
に
決
定

さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液

化
天
然
ガ
ス
）
輸
入
価
格
」
は
原
油
輸

入
平
均
価
格
に
連
動
、「
米
国
先
物
ガ

ス
価
格
」
は
ガ
ス
需
給
に
よ
り
決
定
、

「
ド
イ
ツ
国
境
渡
し
価
格
」
は
ロ
シ
ア

か
ら
の
国
境
渡
し
価
格
、「
英
国
先
物

ガ
ス
価
格
」
は
ガ
ス
需
給
に
よ
る
価
格

決
定
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
１
年
後
半
以
降
、
米
国
は
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
増
産
に
よ
る
供
給
過
剰
に

陥
り
、
国
内
ガ
ス
価
格
が
大
幅
に
下
落

（
２
ド
ル
台
／Btu

）
し
た
。
世
界
の
天

然
ガ
ス
価
格
の
地
域
価
格
差
は
増
大
し
、

特
に
石
油
価
格
と
連
動
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価

格
が
高
騰
し
た
結
果
、
２
０
１
３
年
３

月
時
点
で
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
価
格
は

米
国
の
ガ
ス
価
格
の
４
倍
に
も
な
っ
た

（
米
国
４
ド
ル
／
百
万Btu

、
日
本
１６

ド
ル
／
百
万Btu

）。（
図
５

世
界
の

天
然
ガ
ス
価
格
）

た
だ
し
、
価
格
の
低
下
に
よ
る
生
産

調
整
や
気
温
影
響
等
に
よ
り
米
国
に
お

け
る
天
然
ガ
ス
の
過
剰
供
給
状
況
は

徐
々
に
緩
和
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

今
後
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
は
こ
れ
ま

で
よ
り
も
難
易
度
の
高
い
鉱
床
に
移
っ

て
い
く
こ
と
か
ら
、
そ
の
生
産
コ
ス
ト

は
上
昇
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
開

発
が
進
展
す
る
た
め
に
は
、
生
産
コ
ス

ト
に
見
合
う
天
然
ガ
ス
価
格
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｉ
Ａ
の
２
０
１
３

年
の
予
測
で
は
、
将
来
的
に
は
米
国
内

天
然
ガ
ス
価
格
は
年
２
・
４
％
上
昇
し
、

２
０
４
０
年
に
は
７
・
８３
ド
ル
（
同
）

に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。（
図
６

米

国
の
天
然
ガ
ス
年
平
均
価
格
１
９
９
０

〜
２
０
４
０
）

＊
）ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
業
取
引
所（
Ｎ

Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）の
天
然
ガ
ス
先
物
相
場（
２

０
１
４
年
１
月
限
）
は
２
０
１
３
年
１２

米国エネルギー省によれば、米国の天然ガス価格は今後
徐々に上昇し、２０４０年時点では８ドル近くになると予想
されている。

出所：JOGMEC

図５ 世界の天然ガス価格

出所：米国エネルギー省

図６ 米国の天然ガス年平均価格１９９０～２０４０
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石炭

天然ガス

消費量

輸入量

国内供給量

月
１２
日
、
２
０
１
１
年
７
月
２０
日
以
来

の
高
値
で
あ
る
４
・
４
０
９
ド
ル
（
１

０
０
万
Ｂ
Ｔ
Ｕ
（
英
国
熱
量
単
位
）
あ

た
り
）
と
な
っ
て
い
る
。

�
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
石
炭
・
石
油
）

へ
の
影
響

�
石
炭

米
国
で
は
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ

り
天
然
ガ
ス
価
格
が
石
炭
価
格
を
下
回

っ
た
こ
と
か
ら
、
発
電
部
門
に
お
け
る

石
炭
か
ら
天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
が

進
行
。
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
予
測
で

は
、
２
０
４
０
年
に
は
天
然
ガ
ス
に
よ

る
発
電
比
率
（
３５
％
）
が
石
炭
に
よ
る

そ
れ
（
３２
％
）
を
上
回
る
と
さ
れ
て
い

る
。（
図
７

米
国
に
お
け
る
天
然
ガ

ス
及
び
石
炭
に
よ
る
発
電
量
）
な
お
、

石
炭
需
要
の
急
落
に
よ
り
余
っ
た

安
価
な
石
炭
は
欧
州
に
流
入
し
、

欧
州
で
は
現
在
、
石
炭
需
要
が
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

�
石
油

米
国
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
価
格

は
２
０
１
１
〜
１２
年
に
３
ド
ル
前

後
ま
で
下
落
し
、
米
国
内
で
４
〜

６
ド
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
開
発
・
生
産
コ
ス
ト
を
下

回
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
０
１

１
年
頃
を
境
に
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の

開
発
（
掘
削
リ
グ
数
）
は
減
少
、

他
方
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
よ
り
経
済

性
の
高
い
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
開

発
が
進
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

結
果
、
米
国
の
石
油
輸
入
依
存
度

は
２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
２
年

で
６
割
か
ら
４
割
ま
で
低
下
、
２

０
１
２
年
に
は
６０
年
ぶ
り
に
石
油

製
品
輸
出
国
に
転
じ
て
い
る
。（
図

８

米
国
に
お
け
る
石
油
消
費
量

と
国
内
供
給
量
）

こ
の
よ
う
に
、
天
然
ガ
ス
か
ら
始
ま

っ
た
シ
ェ
ー
ル
革
命
は
石
油
（
シ
ェ
ー

ル
オ
イ
ル
）
に
も
お
よ
び
、
天
然
ガ
ス

と
石
油
の
増
産
を
背
景
に
、
米
国
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
輸
入
依
存
度
を
低
減
し
つ
つ

あ
る
だ
け
で
な
く
（
２
０
０
５
年
度
の

輸
入
依
存
度
３０
％
�
２
０
１
２
年
同
１６

％
�
２
０
４
０
年
同
４
％
）、
エ
ネ
ル

ギ
ー
輸
出
国
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

強
め
つ
つ
あ
る
。
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
に
お
け
る
米
国
の
位
置
づ
け
の
変

化
は
、
原
油
市
場
の
特
徴
で
あ
る
寡
占

的
な
供
給
構
造
に
も
影
響
を
与
え
る
た

め
、
将
来
的
に
は
原
油
国
際
価
格
の
押

し
下
げ
に
も
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

�
日
本
の
天
然
ガ
ス
価
格
へ
の
影
響

�
で
述
べ
た
よ
う
に
、
米
国
の
天
然

ガ
ス
価
格
は
現
在
よ
り
は
上
昇
が
見
込

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
最
新
の
世

天然ガスによる発電量は、２０３０年代半ばに石炭
による発電量を上回ると予測されている。

米国の石油輸入依存度は２００５年から２０１２年で
６割から４割まで低下。

出所：米国エネルギー省

図８ 米国における石油消費量と国内供給量

図７ 米国における天然ガス及び石炭による発電量

出所：米国エネルギー省
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日本

ヨーロッパ

アメリカ

界
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望
（W

orld
Energy

O
utlook

、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）に

よ
れ
ば
、
世
界
の
天
然
ガ
ス
価
格
差
は

２
０
３
５
年
ま
で
を
通
し
て
依
然
と
し

て
一
定
の
格
差
が
残
る
と
さ
れ
て
お
り
、

２
０
１
２
年
時
点
で
米
国
の
約
６
倍
で

あ
る
日
本
の
天
然
ガ
ス
価
格
は
、
２
０

３
５
年
で
も
米
国
の
約
２
倍
の
価
格
と

な
っ
て
い
る
。（
図
９

日
米
欧
の
天

然
ガ
ス
価
格
）。
し
か
し
日
本
に
お
け

る
、
米
国
か
ら
の
天
然
ガ
ス
輸
入
に
よ

る
天
然
ガ
ス
価
格
低
減
メ
リ
ッ
ト
は
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
１２
月
現
在
、
日
系
企
業

が
参
加
す
る
北
米
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
�
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
（
フ

リ
ー
ポ
ー
ト
社
）、
�
コ
ー
ヴ
ポ
イ
ン

ト
（
ド
ミ
ニ
オ
ン
社
）、
�
キ
ャ
メ
ロ

ン
（
セ
ン
プ
ラ
社
）
の
３
つ
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
大
手
商
社
や
電
力
・
ガ
ス
会

社
が
関
与
し
て
い
る
。
年
間
契
約
量
は

合
わ
せ
て
約
１
５
０
０
万
ト
ン
（
日
本

の
２
０
１
２
年
の
総
輸
入
量
８
７
０
０

万
ト
ン
の
約
１７
％
）、
２
０
１
３
年
５

月
に
は
中
部
電
力
と
大
阪
ガ
ス
が
参
加

す
る
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

９
月
に
は
住
友
商
事
と
東
京
ガ
ス
が
参

加
す
る
コ
ー
ヴ
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
て
、
非
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
国
向

け
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
許
可
が
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
順
調
に
進
め
ば
２
０
１

７
年
以
降
に
は
米
国
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の

日
本
へ
の
輸
出
が
実
現
す
る
見
通
し
で

あ
る
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
２
年
時
点
で
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
１６
・
８０
ド
ル
）
の
仮
に
１７
％
程
度
が

米
国
産
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
２
０
１
２
年
時
点

で
２
・
８３
ド
ル
�
液
化
費
用
、
液
化
施

設
使
用
料
、
タ
ン
カ
ー
運
賃
を
含
め
る

と
約
９
・
２５
ド
ル
）
に
置
き
換
わ
る
と

す
る
と
、
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
価
格
の

平
均
を
７
・
７
％
低
下
さ
せ
る
こ
こ
と

に
な
る
。

た
だ
し
既
述
の
と
お
り
、
中
長
期
的

に
は
米
国
内
の
天
然
ガ
ス
価
格
は
上
昇

傾
向
に
あ
る
一
方
、
世
界
原
油
価
格
は

（
寡
占
的
な
供
給
構
造
の
変
化
や
需
給

の
状
況
に
よ
り
）
下
落
の
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
油
価

格
と
連
動
し
た
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
と

米
国
天
然
ガ
ス
価
格
と
の
価
格
差
は
、

現
時
点
よ
り
も
小
さ
く
な
る
可
能
性
が

高
い
。

輸
入
時
点
の
価
格
差
に
も
よ
る
が
、

米
国
か
ら
の
輸
入
に
は
液
化
や
輸
送
コ

ス
ト
が
加
算
さ
れ
、
ま
た
、
米
国
産
Ｌ

Ｎ
Ｇ
が
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
量
す
べ
て

を
置
き
換
え
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を

考
え
る
と
、
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
コ
ス

ト
低
減
へ
の
効
果
は
、
か
な
り
限
定
的

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
し
、「
シ
ェ
ー
ル
革
命
」
と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
国
に

よ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
シ
ェ
ー
ル
オ
イ

ル
の
増
産
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

場
を
大
き
く
塗
り
替
え
る
「
革
命
」
的

な
現
象
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
は

各
国
の
生
産
競
争
力
を
直
接
左
右
す
る

こ
と
か
ら
、
地
政
学
的
・
マ
ク
ロ
経
済

的
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
得
る
。
シ

ェ
ー
ル
革
命
が
今
後
の
世
界
エ
ネ
ル
ギ

ー
市
場
や
日
本
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
は
、
産
油
国
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が

急
増
し
て
い
る
中
国
を
は
じ
め
と
す
る

生
産
途
上
国
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ
、

慎
重
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上

天然ガスの価格差は、現時点よりも小さくなるが、将来的にも一定の差が残ると予想されている。

図９ 日米欧の天然ガス価格
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【
は
じ
め
に
】

ア
メ
リ
カ
入
国
二
日
目
の
ホ
テ
ル
、

朝
５
時
頃
に
目
が
覚
め
、
部
屋
の
窓
か

ら
外
を
眺
め
る
と
、
ま
だ
夜
明
け
前
の

暗
い
中
、
遠
方
に
見
え
る
道
路
に
は
光

の
波
が
続
い
て
い
る
。

埼
玉
と
変
わ
ら
ぬ
寒
さ
に
耐
え
な
が

ら
、
ホ
テ
ル
玄
関
外
に
出
て
み
る
と
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
ら
し
き
多
く
の
ス
ー
ツ
姿

の
人
た
ち
が
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
次
々
と

車
に
乗
り
込
み
、
出
て
行
く
。

後
に
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
話
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
通
勤
、
食
事
に
マ
イ
カ
ー
で

１
時
間
、
２
時
間
以
上
掛
け
る
の
は
当

た
り
前
と
の
こ
と
で
、
さ
す
が
広
大
な

テ
キ
サ
ス
の
目
覚
め
は
早
い
。

ま
た
、
宿
泊
先
ホ
テ
ル
、
視
察
移
動

に
お
け
る
高
速
道
路
を
は
じ
め
、
行
き

交
う
車
が
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、
日
産
と

日
本
車
の
数
に
感
心
す
る
。

た
だ
し
、
後
に
視
察
す
る
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
と
は
大
き
く
違
い
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ト
車
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。

燃
費
よ
り
、
優
れ
た
耐
久
性
能
が
選

択
理
由
で
、
こ
れ
も
オ
イ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
中
心
地
テ
キ
サ
ス
な
ら
で
は
と
思
え

る
。さ

て
、
今
朝
の
目
覚
め
は
、
単
に
時

差
ボ
ケ
、
枕
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、

都
市
ガ
ス
業
界
の
一
員
と
し
て
「
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
」
開
発
現
場
（
サ
イ
ト
）
の

視
察
と
い
う
こ
と
で
多
少
の
緊
張
感
が

あ
っ
た
と
思
う
。

視
察
団
１９
名
中
、
ガ
ス
業
界
か
ら
は

私
の
ほ
か
９
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

注
目
の
高
さ
が
伺
え
る
。

こ
の
「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
」
は
ア
メ
リ

カ
東
部
の
盆
地
で
１
０
０
年
以
上
前
か

ら
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
在
来
型
天
然

ガ
ス
（
浸
透
率
が
高
い
砂
岩
等
の
比
較

的
浅
い
層
で
ガ
ス
が
貯
留
し
、
採
取
・

生
産
が
容
易
な
ガ
ス
）
に
対
し
、
こ
れ

ら
よ
り
更
に
深
く
の
浸
透
率
が
低
い
シ

ェ
ー
ル
（
頁
岩
）
層
に
自
然
に
で
き
た

割
れ
目
か
ら
僅
か
に
貯
留
し
た
ガ
ス
を

採
取
す
る
（
非
在
来
型
）
と
い
う
当
時

の
技
術
で
は
採
算
性
が
低
く
、
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
前
半
に
な
り

天
然
ガ
ス
価
格
の
上
昇
と
約
３
、０
０

０
ｍ
も
の
水
平
掘
削
技
術
や
水
圧
破
砕

技
術
の
開
発
と
そ
の
進
歩
で
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
生
産
量
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
ほ

か
、
そ
の
豊
富
な
埋
蔵
量
・
供
給
量
か

ら
「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
天
然
ガ
ス

価
格
は
「
ヘ
ン
リ
ー
ハ
ブ
価
格
」
と
呼

ば
れ
、
国
内
の
需
要
と
供
給
で
価
格
を

決
め
る
仕
組
み
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、

他
の
天
然
ガ
ス
輸
出
国
の
取
引
価
格
が

原
油
価
格
連
動
と
な
っ
て
上
昇
し
て
い

る
が
、
低
価
格
で
推
移
し
て
い
る
ほ
か
、

そ
の
埋
蔵
量
か
ら
早
期
に
天
然
ガ
ス
輸

入
国
か
ら
輸
出
国
に
転
換
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

情
勢
に
伴
い
東
京
ガ
ス
�
、
大
阪
ガ
ス

�
等
が
２
０
１
７
年
に
は
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
の
輸
入
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、

天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
世
界
第
１
位
の
ロ
シ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
ガ
ス
輸
出
国
は
そ

の
対
応
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
今
後
輸
入

国
に
と
っ
て
低
価
格
、
安
定
供
給
の
点

か
ら
大
変
期
待
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

【
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
事
業
者

「
ク
イ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
・

リ
ソ
ー
シ
ズ
社
」

視
察
レ
ポ
ー
ト
】

視
察
先
の
ク
イ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
・
リ

ソ
ー
シ
ズ
（
Ｑ
Ｒ
Ｉ
）
社
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
証
券
取
引
所
に
上
場
す
る
独
立
系

石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
事
業
者
で
、
１

９
９
７
年
１２
月
設
立
、
本
社
所
在
地
は

テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
で
約
４

５
０
名
の
従
業
員
を
擁
す
る
全
米
同
業

５
０
０
社
中
３０
番
目
位
の
中
堅
会
社
で

あ
り
、
テ
キ
サ
ス
州
バ
ー
ネ
ッ
ト
堆
積

盆
を
中
心
に
、
ア
メ
リ
カ
他
地
域
や
カ

ナ
ダ
に
権
益
を
保
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
般
の
視
察
に
お
い
て
大
変

『
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
』〜

開
発
事
業
者
視
察

坂
戸
ガ
ス
�

営
業
部
部
長

山
本

猛

氏

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W

ikipedia

）」

黒
いG

as-rich
shale

部
分
が
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
を
含
む
頁
岩
層

視
察
先

Ｑ
Ｒ
Ｉ
社
が
あ
る
フ
ォ
ー
ト

ワ
ー
ス
（
◎
）

◎

― ７ ―



お
世
話
に
な
っ
た
東
京
ガ
ス
株
式
会
社

様
が
２
０
１
３
年
３
月
に
ク
イ
ッ
ク
シ

ル
バ
ー
・
リ
ソ
ー
シ
ズ
社
の
保
有
す
る

バ
ー
ネ
ッ
ト
堆
積
盆
に
お
け
る
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
開
発
事
業
の
権
益
２５
％
を
取
得

し
、
当
面
は
天
然
ガ
ス
、
液
化
天
然
ガ

ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
を
ア
メ
リ
カ
国
内
に
て

販
売
、
２
０
１
７
年
か
ら
の
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
輸
入
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

さ
て
、我
々
は
ク
イ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
・

リ
ソ
ー
シ
ズ
本
社
に
お
い
て
リ
ン
ゼ
イ

社
長
と
の
名
刺
交
換
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
て
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
の
概

要
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
に
「
生
産
サ

イ
ト
」、「
掘
削
（
ボ
ー
リ
ン
グ
）
サ
イ

ト
」、「
集
積
サ
イ
ト
」
等
の
順
に
現
場

を
視
察
し
た
。

最
初
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

ア
メ
リ
カ
国
内
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産

量
は
２
０
４
０
年
に
は
２
０
１
３
年
の

倍
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
全

州
に
お
け
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
分
布
状
況
、

埋
蔵
量
は
ア
メ
リ
カ
国
内
消
費
換
算
で

約
４
０
０
年
分
と
の
説
明
が
さ
れ
た
。

ま
さ
に
「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
と

云
わ
れ
る
由
縁
で
あ
ろ
う
。

更
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
天
然
ガ
ス
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
が
州
内
、
州
間
を
横
断
し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
お
り
、
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
開
発
事
業
者
に
と
っ
て

生
産
地
か
ら
全
米
各
地
の
需
要
先

へ
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
今
般
の
視

察
先
の
よ
う
に
幹
線
道
路
か
ら
わ

ず
か
な
所
で
大
規
模
に
森
林
を
切

り
開
く
こ
と
も
無
く
掘
削
・
生
産

で
き
る
地
域
特
性
が
開
発
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
と
考
え
る
。

な
お
、
視
察
し
た
「
生
産
サ
イ

ト
」
は
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
街
地

か
ら
幹
線
道
路
を
車
で
走
る
こ
と

約
１５
分
程
度
の
所
に
位
置
し
て
い

た
ほ
か
、
次
の
視
察
先
の
「
掘
削

（
ボ
ー
リ
ン
グ
）
サ
イ
ト
」
は
牧

場
的
な
緑
の
中
の
住
宅
が
隣
接
し
て
お

り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明
内

容
を
ま
ざ
ま
ざ
と
実
感
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
地
図
情
報
で
フ

ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
地
区
の
航
空
写
真
を
見

る
と
、
市
街
地
か
ら
郊
外
へ
延
び
る
幹

線
道
路
沿
い
に
牧
場
の
よ
う
な
緑
の
中

に
四
角
で
白
く
土
が
露
出
し
て
い
る
場

所
が
点
在
し
て
い
る
の
が
分
か
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産

ま
た
は
関
連
サ
イ
ト
で
あ
り
、
そ
の
数

の
多
さ
に
目
を
見
張
る
。）

【
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス開

発
サ
イ
ク
ル
】

そ
れ
で
は
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
生
産
に

至
る
ま
で
の
探
査
・
開
発
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
サ
イ
ト
視
察
内
容
を
交
え
て
説

明
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

第
一
段
階
は
開
発
事
業
者
に
と
っ
て

投
資
可
否
、
生
産
効
率
を
追
求
す
べ
く

重
要
な
内
容
で
あ
る
。

「
地
質
学
」
に
よ
り
シ
ェ
ー
ル
層
の

位
置
、
深
さ
、
幅
、
長
さ
等
を
特
定
す

る
訳
で
あ
る
が
、
過
去
か
ら
の
地
層
調

査
・
研
究
資
料
に
よ
る
ほ
か
、
地
盤
に

震
動
を
与
え
て
地
層
構
造
を
立
体
的
に

把
握
す
る
探
査
方
法
の
技
術
開
発
と
進

歩
が
事
業
開
発
を
支
え
て
い
る
。

続
い
て
第
二
段
階
は
「
土
地
の
リ
ー

ス
」
で
あ
る
。

通
常
、
生
産
サ
イ
ト
の
土
地
は
５
年

程
度
の
期
間
の
リ
ー
ス
で
地
下
資
源
の

処
分
権
を
得
る
。
テ
キ
サ
ス
で
は
＄
２

０
、０
０
０
〜
２
５
、０
０
０
／
エ
ー
カ

ー
（
約
１
、２
０
０
坪
）を
契
約
時
に
一

時
金
と
し
て
支
払
い
、
そ
の
後
生
産
に

移
行
し
た
場
合
、
売
り
上
げ
の
２５
％
程

度
を
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と
し
て
支
払
う
と

の
こ
と
。

第
三
段
階
は
「
法
律
、
州
法
、
市
条

テ
キ
サ
ス
州
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
井
状
況

※
提
供
�
Ｑ
Ｒ
Ｉ
社

ス
テ
フ
ァ
ン
・
リ
ン
ゼ
イ
社
長
（
中
央
）

― ８ ―



例
等
の
遵
守
」
で
あ
る
。

当
然
の
事
で
あ
る
が
、
特
に
環
境
問

題
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
後
の
「
掘

削
・
完
成
」（
工
程
）
で
触
れ
て
ゆ
く

こ
と
に
す
る
。

第
四
段
階
は
「
掘
削
か
ら
完
成
」
工

程
で
あ
る
。

「
掘
削
」
は
リ
グ
と
呼
ば
れ
る
巨
大

な
櫓
を
載
せ
た
自
走
式
の
掘
削
機
に
よ

り
３
、０
０
０
フ
ィ
ー
ト
（
約
９
１
０

�
）
／
１２
ｈ
に
よ
り
７
、０
０
０
〜
８
、

０
０
０
フ
ィ
ー
ト
を
垂
直
掘
削
す
る
。

こ
の
リ
グ
の
操
作
室
に
は
２
名
の
作
業

員
の
み
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面
を
確

認
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
作
業
員
は
皆
ト

レ
ー
ラ
ー
暮
ら
し
の
交
代
制
で
２４
ｈ
稼

動
で
あ
る
。
こ
の
掘
削
途
中
に
お
い
て

噴
出
す
る
水
、
タ
ー
ル
分
等
は
回
収
、

処
理
さ
れ
る
。
ま
た
、
垂
直
掘
削
か
ら

水
平
掘
削
に
移
る
時
に
は
ド
リ
ル
を
替

え
、
約
１０
度
の
傾
斜
角
度
を
も
っ
て

徐
々
に
水
平
方
向
（
垂
直
掘
削
距
離
と

同
等
）
に
持
っ
て
行
く
。

な
お
、
こ
の
掘
削
工
程
に
お
け
る
環

境
対
策
と
し
て
ス
チ
ー
ル
管
の
周
り
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
、
帯
水
層
（
地

下
水
）
へ
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

水
平
掘
削
終
了
後
に
は
ガ
ス
を
採
取

す
る
た
め
に
シ
ェ
ー
ル
層
内
部
分
の
ス

チ
ー
ル
管
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
被
覆
ご
と

一
定
の
間
隔
で
爆
破
し
て
穴
を
あ
け
、

次
に
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
生
産
の
立
役
者
と

な
っ
た
技
術
「
水
圧
破
砕
」
で
あ
る
。

「
水
圧
破
砕
」
は
シ
ェ
ー
ル
層
（
頁

岩
）
に
高
圧
水
を
送
り
込
み
、
人
工
的

に
亀
裂
を
入
れ
て
ガ
ス
の
採
取
用
溝
を

作
る
訳
で
あ
る
が
、
一
坑
井
当
り
３
、

０
０
０
〜
１
０
、０
０
０
ｔ
の
水
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
高
圧
水

に
は
水
と
プ
ロ
パ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
亀

裂
支
持
材
（
ケ
イ
砂
）
で
約
９９
・
５
％
、

残
り
０
・
５
％
に
各
種
腐
食
防
止
剤
、

ジ
ェ
ル
、
セ
メ
ン
ト
や
鉱
物
の
溶
解
の

た
め
の
酸
（
塩
酸
）
等
が
含
ま
れ
て
い

る
（
開
発
事
業
者
に
よ
り
添
加
物
に
違

い
が
あ
る
。）
が
、
生
産
サ
イ
ト
で
施

設
を
確
認
し
た
が
、
環
境
問
題
の
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
水
の
汚
染
、
枯
渇

が
叫
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て

水
を
回
収
、
処
理
す
る
ほ
か
再
利
用
を

し
て
い
る
。そ
の
他
こ
の「
水
圧
破
砕
」

後
の
戻
し
水
に
よ
り
地
震
を
誘
発
し
て

い
る
と
唱
え
る
学
者
、
影
響
は
な
い
と

す
る
学
者
も
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

解
明
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。

以
上
が
掘
削
サ
イ
ク
ル
で
、
一
区
画

に
お
い
て
一
工
程
（
掘
削
か
ら
水
圧
破

砕
）
終
了
後
に
数
メ
ー
ト
ル
移
動
し
、

次
の
掘
削
を
繰
り
返
す
。（
水
平
方
向

に
東
西
又
は
南
北
相
互
で
６
〜
７
本
掘

削
す
る
。）

第
五
段
階
は
「
生
産
・
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
で
あ
る
。
視
察
し
た

「
生
産
サ
イ
ト
」は
区
画（
掘

削
工
程
に
お
け
る
敷
地
で
土

が
露
出
し
た
状
態
）
の
中
程

に
６
〜
７
基
ほ
ど
バ
ル
ブ
が

付
い
た
人
の
丈
位
の
採
取
立

管
が
地
中
か
ら
飛
び
出
し
並

ん
で
い
る
。

そ
の
他
水
回
収
処
理
施
設

が
敷
地
境
界
沿
い
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

映
画
で
見
る
油
田
採
取
プ

ラ
ン
ト
の
よ
う
な
姿
は
見
ら

れ
ず
、
あ
ま
り
に
あ
っ
さ
り

と
し
て
い
て
ガ
ス
が
生
産
さ

れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。

更
に
「
生
産
サ
イ
ト
」
は

無
人
で
あ
る
が
、
ガ
ス
採
取

圧
力
等
デ
ー
タ
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
本
社
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
室
に
送
ら
れ
、
管
理
さ
れ

て
い
る
。（
デ
ー
タ
送
信
用

電
源
は
送
信
機
に
太
陽
光
発

電
を
利
用
。）

な
お
、
各
「
生
産
サ
イ
ト
」

か
ら
は
独
自
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
「
集
積
サ
イ
ト
」
に
生

産
ガ
ス
を
集
め
、
こ
こ
で
州

内
ま
た
は
州
間
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
に
接
続
し
、
契
約
先
に
ガ

掘
削
概
略
（
イ
メ
ー
ジ
）
図
（
Ｑ
Ｒ
Ｉ
社
提
供
）

シ
ェ
ー
ル
層
水
圧
破
砕
イ
メ
ー
ジ

上
か
ら

�
管
の
爆
破

�
水
圧
破
砕

�
第
三
管
爆
破

（
掘
削
距
離
に
よ
り
�
�
を
繰
り
返
す
）

※
提
供
Ｑ
Ｒ
Ｉ
社

掘
削
機
（
リ
グ
）

― ９ ―



ス
を
供
給
す
る
。

第
六
段
階
は
最
後
の
生
産
途
中
で
の

チ
ェ
ッ
ク
（
坑
井
の
生
産
性
等
確
認
、

場
合
に
よ
っ
て
は
見
直
し
）
で
、
効
率

的
な
運
用
を
図
る
。

以
上
が
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
サ
イ
ク

ル
で
あ
る
が
、
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
前
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
国
内
の

学
者
に
よ
り
意
見
が
対
立
し
て
い
る
ほ

か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
お
い
て
も
そ
の

判
断
は
分
か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
市
場
価
格
が

低
く
（
＄
３
／
Ｍ
Ｍ
Ｂ
ｔ
ｕ
以
下
？
）

な
る
と
開
発
事
業
者
の
資
金
繰
り
が
悪

化
し
、
リ
グ
稼
動
率
が
低
下
す
る
な
ど

の
事
実
も
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
動
向

も
注
視
す
べ
き
点
で
あ
る
。

【
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

革
命
の
恩
恵
】

さ
て
、
こ
の
「
シ
ェ
ー
ル
革
命
」
の

恩
恵
で
あ
る
が
、
翌
日
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
視
察
の
車
中
で
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
の

説
明
に
あ
っ
た
が
、
世
界
的
金
融
危
機

の
引
き
金
と
な
っ
た
２
０
０
８
年
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
ア
メ
リ
カ
経
済
が

停
滞
す
る
中
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
お
い

て
そ
の
影
響
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
ほ

ど
景
気
が
良
く
、
現
在
も
住
み
た

い
都
市
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
と
い
う
と
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
）

の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が

思
い
浮
か
ぶ
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
う
が
、
市
内
近
郊
の
道
路

沿
い
に
は
大
手
メ
ジ
ャ
ー
、
化
学

メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
延
々
と
工
場

等
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

も
と
も
と
１
９
０
１
年
の
石
油

発
見
か
ら
石
油
精
製
、
石
油
化
学

産
業
の
中
心
地
と
し
て
繁
栄
し
て

き
た
都
市
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
は
じ
め
、
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
繊
維
・
樹
脂
等
各
種
製
品
の

素
で
、
特
に
石
油
化
学
の
基
礎
原
料
で

あ
る
エ
チ
レ
ン
生
産
に
お
い
て
原
油
か

ら
生
成
さ
れ
る
ナ
フ
サ
を
主
原
料
と
す

る
の
が
主
流
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
全

土
か
ら
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
が
集
ま
る
都

市
と
し
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前

早
期
か
ら
低
価
格
で
あ
る
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
由
来
の
エ
タ
ン
へ
と
原
料
を
移
行
し

て
き
た
ほ
か
、
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
電
気
料
金
の
逓
減
も
あ
っ
て
製
造
コ

ス
ト
削
減
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
を
背

景
に
化
学
産
業
を
中
心
に
様
々
な
産
業

が
発
展
を
続
け
て
き
た
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
近
年
に
お
い
て
は
日
本
の
大

手
石
油
化
学
メ
ー
カ
ー
、
高
い
技
術
力

を
武
器
に
し
た
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
等

が
次
々
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
へ
進
出
し
て

お
り
、
テ
レ
ビ
で
も
こ
れ
に
関
連
し
た

特
集
番
組
を
放
映
す
る
な
ど
、
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
価

値
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
産
業
へ
影
響

を
及
ぼ
し
、
世
界
経
済
を
牽
引
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
今
後
の
日
本
の

ガ
ス
事
業
の
課
題
】

現
在
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発

事
故
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
は
大
き

く
変
貌
し
、
天
然
ガ
ス
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
も
の
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
に
続
き
、
都
市
ガ
ス
事
業
も
自
由
化

等
改
革
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
最
中

で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
自
由
化
に
向
け
、

段
階
を
経
て
進
ん
で
行
く
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
中
小
の
地
方
都
市
ガ
ス
事
業

者
に
と
っ
て
以
前
か
ら
苦
し
め
ら
れ
た

オ
ー
ル
電
化
攻
勢
だ
け
で
な
く
、
同
業

他
社
、
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
の
競

合
等
生
き
残
り
を
賭
け
た
熾
烈
な
戦
い

が
待
ち
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
、
都

市
ガ
ス
事
業
者
と
し
て
需
要
家
の
皆
様

に
今
後
も
継
続
し
て
ご
用
命
い
た
だ
く

べ
く
「
信
頼
」・「
信
用
」
を
頂
け
る
よ

う
社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
様
々
な
効

率
化
、
経
費
削
減
の
努
力
を
重
ね
て
ガ

ス
料
金
の
低
減
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
か
し
中
小
の
都
市
ガ
ス
事
業
者
に

と
っ
て
ガ
ス
料
金
の
費
用
割
合
の
大
半

が
原
料
費
で
あ
り
、
現
在
の
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
る
上
向
き
と
さ
れ
る
日
本
経

済
情
勢
と
は
裏
腹
に
原
料
価
格
は
原
油

連
動
と
円
安
に
伴
う
高
価
格
帯
で
推
移

し
、
電
気
、
ガ
ス
料
金
と
も
に
震
災
前

よ
り
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
実
態
か
ら

一
刻
も
早
く
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
の

恩
恵
を
授
か
り
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
現
状
で
は
中
小
事
業
者
が
独

自
に
原
料
（
ガ
ス
）
を
輸
入
で
き
る
も

の
で
も
な
く
、
ガ
ス
卸
事
業
者
に
お
け

る
価
格
低
減
努
力
の
動
向
を
見
守
る
だ

け
で
あ
る
。

日
本
の
都
市
ガ
ス
事
業
者
数
は
２
０

９
事
業
者
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中

小
事
業
者
で
あ
る
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
と
し
て
重
要

な
都
市
ガ
ス
を
安
全
に
、
安
定
、
サ
ー

ビ
ス
良
く
、
低
価
格
で
供
給
し
て
い
く

た
め
に
は
一
企
業
（
事
業
者
）
の
努
力

だ
け
で
問
題
を
解
決
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
を
輸
入
に
頼

る
国
と
し
て
、
政
官
民
挙
げ
て
の
国
家

的
な
戦
略
、
対
応
を
切
に
望
む
も
の
で

あ
る
。

【
お
わ
り
に
】

今
般
の
ア
メ
リ
カ
社
会
経
済
視
察
団

参
加
に
私
を
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
社

長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
、
ま
た
、
期

間
中
の
業
務
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
た
社

員
の
皆
様
、
視
察
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

朝
か
ら
晩
ま
で
行
動
を
共
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
経
営
者
協
会
の
西
村
会

長
ほ
か
役
員
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
、

参
加
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
産
サ
イ
ト（
視
察
現
場
）の
ガ
ス
採
取
立
管
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フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
、
キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
、
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
な
ど
、
米
企

業
が
相
次
ぎ
同
国
内
で
の
生
産
拡
大
を

進
め
て
い
る
。「
メ
イ
ド
イ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
」

が
息
を
吹
き
返
し
つ
つ
あ
る
。

米
国
で
は
、
こ
の
三
〇
年
間
で
製
造

業
の
競
争
力
を
左
右
す
る
要
素
が
劇
的

に
変
わ
っ
た
。
要
因
は
三
つ
あ
る
。

ま
ず
、
工
場
自
動
化
な
ど
で
生
産
コ

ス
ト
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
が
低
下

し
た
。
今
で
は
材
料
費
の
割
合
が
大
き

く
よ
り
重
要
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、

３
Ｄ
（
３
次
元
）
プ
リ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
新
し
い
製
造
技
術
が
登
場
し
、
生
産

性
が
向
上
し
た
こ
と
。
そ
し
て
三
つ
目

は
市
場
へ
の
近
さ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
要
因
か
ら
、
米
国
製
造
業

革
命
が
進
行
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
樹
脂
を
一
層
、

一
層
積
み
重
ね
て
３
Ｄ
（
３
次
元
）
の

造
形
物
を
作
る
も
の
で
、
二
五
年
前
か

ら
あ
る
技
術
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
こ
数

年
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、

価
格
が
低
く
な
っ
た
こ
と
や
小
学
生
で

も
操
作
で
き
る
ほ
ど
使
い
や
す
く
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
米
国
で
は
、
製
造
業

だ
け
で
な
く
、
教
育
分
野
で
も
、
３
次

元
造
形
は
子
供
た
ち
の
創
造
力
を
養
う

こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
今

回
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発
製
造
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
視
察
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

視
察
し
たD

eezm
aker

社
は
、
毎
年

ロ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
が
開
催
さ
れ
る
ロ
ス
ア

ン
ゼ
ル
ス
北
東
の
町
、
パ
サ
デ
ナ
に
あ

っ
た
。D
eezm

aker

社
は
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
の
映
像
関
係
の
技
術
者
で
あ
っ
た
デ

ィ
エ
ゴ
と
い
う
青
年
が
、
キ
ッ
ク
ス
タ

ー
タ
ー
と
い
う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
資
金
を
募
集
し
、
当
初
目
標
の

四
倍
の
一
〇
万
ド
ル
以
上
の
資
金
を
調

達
し
、
一
昨
年
末
に
設
立
し
た
企
業
で

あ
り
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
ブ
ー
ム
に
沸

く
米
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き
く
と
り

あ
げ
ら
れ
た
企
業
で
あ
る
。

デ
ィ
エ
ゴ
氏
は
、
視
察
前
に
想
像
し

て
い
た
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
高
額
の
資
金

を
調
達
し
、
さ
ら
に
大
き
く
企
業
の
成

長
を
目
指
す
と
い
う
成
長
意
欲
旺
盛
な

米
国
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
者
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
将
来
は
教
育

分
野
で
積
極
的
に
当
社
の
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、
子
供
の
創
造
性
向
上

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
語
る
好

青
年
で
あ
っ
た
。

視
察
団
員
の
中
で
も
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
そ
の
も
の
を
初
め
て
見
た
人
も
多
く
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

視
察
報
告
の
最
後
に
、
日
本
国
内
の

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
将
来
に
つ
い
て
触

れ
て
み
た
い
。

現
状
、
日
本
で
も
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

の
用
途
拡
大
が
続
い
て
い
る
。
造
形
で

き
る
サ
イ
ズ
の
大
型
化
と
微
細
化
は
同

時
に
進
み
、
試
作
用
途
に
と
ど
ま
ら
ず
、

実
際
の
製
品
や
部
分
の
製
造
に
用
い
ら

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
進
化
の
鍵
を
握
る
材

料
研
究
も
盛
ん
だ
。
米
調
査
会
社
に
よ

る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
市
場
予
測
は
２

０
２
０
年
に
一
〇
〇
億
ド
ル
で
あ
る
が
、

最
近
の
動
向
か
ら
す
る
と
さ
ら
に
上
ぶ

れ
を
見
通
し
声
も
出
始

め
て
い
る
。
周
辺
機
器

で
あ
る
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ

ー
の
新
商
品
も
相
次
い

で
発
売
さ
れ
、
造
形
を

請
け
負
う
受
託
サ
ー
ビ

ス
会
社
も
増
え
て
い
る
。

本
体
と
周
辺
装
置
、

サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
産
業
の

成
長
は
今
後
も
ハ
イ
ス

ピ
ー
ド
で
進
む
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

た
だ
、
一
昨
年
一
〇
月
に
日
本
で
発

刊
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
『
メ

イ
カ
ー
ズ
』
と
い
う
著
作
の
中
で
『
フ

リ
ー
』『
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
』
の
著
者
で

も
あ
る
ク
リ
ス
ア
ン
ダ
ー
ス
ン
が
主
張

し
て
い
る
、「
二
一
世
紀
の
産
業
革
命

が
始
ま
る
」、「�
も
の
づ
く
り
�
の
未

来
は
個
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
」、「
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
、
何
で
も
生
み
出
す

魔
法
の
杖
に
な
る
」
等
の
状
況
は
、
日

本
で
は
ま
だ
ま
だ
先
の
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
開
発
製
造

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
視
察
報
告

本
会
副
会
長
、�
デ
サ
ン
代
表
取
締
役
会
長

藤
池

誠
治

氏

西
村
会
長
よ
り
市
松
人
形

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
デ

ィ
エ
ゴ
会
長

訪
問
日
現
在
の
資
金
調
達

額
は
一
三
万
ド
ル
を
越
え

て
い
た

５
０
０
ド
ル
で
販
売
す
る

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作

し
た
造
形
物

米
国
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
大

き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
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一
一
月
一
三
日
�
、
本
会
の
平
成
二

五
年
度
ア
メ
リ
カ
社
会
経
済
視
察
団
の

一
行
、
一
九
名
は
ダ
ラ
ス
の
フ
ォ
ー
ト

ワ
ー
ス
空
港
に
午
前
八
時
三
〇
分
到
着

し
た
。
成
田
か
ら
約
一
一
時
間
三
〇
分

の
所
要
時
間
、
日
本
と
の
時
差
は
一
四

時
間
で
あ
る
。
到
着
し
た
日
の
現
地
気

温
は
約
五
℃
で
、
こ
の
時
期
の
日
本
よ

り
は
気
温
は
低
い
。

今
回
の
視
察
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
ダ

ラ
ス
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
西
海
岸
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
か
ら

国
境
を
越
え
て
メ
キ
シ
コ
の
テ
ィ
フ
ァ

ナ
、
そ
し
て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
を

訪
れ
た
。
各
都
市
の
観
光
事
情
、
産
業

事
情
、
特
徴
・
印
象
な
ど
を
ご
紹
介
す

る
。

【
ダ
ラ
ス
】

〜
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

事
件
か
ら
五
十
周
年
〜

ダ
ラ
ス
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
キ
サ

ス
州
北
部
に
位
置
す
る
都
市
。
テ
キ
サ

ス
州
は
ア
ラ
ス
カ
州
に
次
ぎ
全
米
で
二

番
目
の
広
大
な
面
積
を
有
し
、
気
候
は

寒
暖
差
が
激
し
い
も
の
の
湿
気
は
少
な

い
。
ダ
ラ
ス
の
真
夏
は
四
〇
℃
近
く
ま

で
気
温
は
上
昇
す
る
が
、
湿
度
が
少
な

い
た
め
、
日
本
の
夏
よ
り
は
過
ご
し
や

す
い
と
い
う
。

ダ
ラ
ス
は
古
く
か
ら
綿
花
の
集
散
地

と
し
て
発
展
し
、
ま
た
、
油
田
開
発
に

お
け
る
石
油
化
学
工
業
、
軍
事
産
業
な

ど
が
発
展
し
た
。
近
年
で
は
、
通
信
産

業
の
規
制
緩
和
を
生
か
し
た
積
極
的
な

企
業
誘
致
が
行
わ
れ
、
情
報
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
が
市
の
経
済
を
牽
引

し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
、
エ
ク

ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
、
テ
キ
サ
ス
イ
ン
ス
ツ

ル
メ
ン
ツ
や
大
手
通
信
機
器
会
社
な
ど

米
国
企
業
三
〇
四
社
の
本
社
が
集
積
し

て
い
る
。

テ
キ
サ
ス
は
広
大
な
土
地
で
あ
る
た

め
高
層
ビ
ル
を
建
て
る
必
要
も
な
く
、

発
達
し
た
高
速
道
路
網
で
市
街
地
を
走

行
す
る
と
、
地
平
線
が
見
え
、
空
も
非

常
に
近
く
に
感
じ
た
。

近
郊
の
ア
ー
リ
ン
ト
ン
で
は
、
テ
キ

サ
ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
や

ダ
ラ
ス
・
カ
ウ
ボ
ー
イ
ズ
の
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
場
（
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
ス
タ
ジ
ア
ム
）
な

ど
を
視
察
し
た
。

ダ
ラ
ス
に
戻
り
、
一
九
六
三
年
一
一

月
二
二
日
に
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
遊
説

中
に
暗
殺
さ
れ
、
そ
の
狙
撃
現
場
と
さ

れ
る
シ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
（
現
在
は
博
物

館
）
を
視
察
し
た
。
暗
殺
か
ら
五
十
周

年
を
迎
え
、
現
地
の
テ
レ
ビ
で
は
、
シ

ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
や
暗
殺
現
場
と
な
っ
た

大
通
り
の
映
像
が
ニ
ュ
ー
ス
や
特
集
番

組
で
頻
繁
に
放
映
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
日
本
企
業
も
注
目
し
て
い

る
先
進
型
都
市
・
ラ
ス
コ
リ
ナ
ス
エ
リ

ア
や
高
級
住
宅
街
の
ハ
イ
ド
ロ
パ
ー
ク

な
ど
を
視
察
し
た
。

【
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
】

〜
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）な
ど
を
視
察
〜

テ
キ
サ
ス
州
南
東
部
に
位
置
す
る
人

口
二
五
〇
万
を
抱
え
る
同
州
最
大
、
全

米
第
三
の
都
市
。
気
候
は
割
合
温
暖
。

世
界
最
大
の
医
療
研
究
機
関
の
集
積

地
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
や
ア
メ
リ

カ
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
ジ
ョ

ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

先
端
医
療
の
研
究
や
航
空
宇
宙
産
業
の

発
展
が
進
ん
だ
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
工

ア
メ
リ
カ
観
光
事
情
に
つ
い
て

埼
玉
県
経
営
者
協
会
事
務
局
次
長

宮
田

信
久

ダラス・AT&Tスタジアム

ダラス・ケネディ大統領が銃で撃たれた通り

ダラス・シックスフロア
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業
都
市
・
ビ
ジ
ネ
ス
都
市
と
し
て
有
名

だ
が
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
南
側
に
は
博

物
館
・
美
術
館
が
建
ち
並
び
、
文
化
水

準
も
高
い
都
市
で
も
あ
る
。

産
業
面
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、

特
に
石
油
・
天
然
ガ
ス
産
業
は
世
界
的

に
有
名
で
、
生
命
医
学
分
野
や
航
空
・

宇
宙
開
発
分
野
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
長
年
の
好
景
気
が
続
い
て
い
る
。

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
高
速
道
路
が
非
常

に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
片
側
五
〜
六
車

線
、
最
大
片
側
九
車
線
の
道
路
ま
で
あ

る
。
し
か
し
、
完
全
な
車
社
会
で
人
口

も
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
日
常
的
に

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
緩
和
策
と
し

て
通
勤
時
間
帯
は
二
名
以
上
で
相
乗
り

す
れ
ば
渋
滞
の
少
な
い
専
用
車
線
を
走

行
で
き
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
る
。

団
は
前
述
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン

タ
ー
や
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
周
辺
、

ラ
イ
ス
大
学
が
隣
接
す
る
広
大
な
公
園

や
戦
艦
テ
キ
サ
ス
が
保
存
さ
れ
て
い
る

記
念
公
園
な
ど
を
視
察
し
た
。

印
象
と
し
て
は
、
目
に
写
る
土
地
も

施
設
も
車
も
、
そ
し
て
ス
テ
ー
キ
も
全

て
が
テ
キ
サ
ス
サ
イ
ズ
で
大
き
く
、
圧

倒
さ
れ
た
。

ダ
ラ
ス
や
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
は
、
燃

料
価
格
が
安
い
た
め
、
あ
え
て
低
燃
費

の
車
を
所
有
す
る
必
要
も
無
く
、
ま
だ

ま
だ
大
型
の
ア
メ
車
が
目
立
っ
た
。
し

か
し
、
近
年
は
性
能
と
燃
費
の
良
い
日

本
車
の
需
要
が
伸
び
て
き
て
い
る
と
い

う
。

【
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
か
ら

メ
キ
シ
コ
の
テ
ィ
フ
ァ
ナ
へ
】

〜
行
き
は
よ
い
よ
い
〜

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
あ
る
西
海
岸
有
数
の
世
界
都
市
。

人
口
は
一
三
〇
万
人
で
、
同
州
で
は
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
に
次
い
で
人
口
が
多
い
。

基
地
の
街
と
し
て
知
ら
れ
、映
画「
ト

ッ
プ
ガ
ン
」
の
舞
台
に
も
な
っ
た
。
ま

た
、
メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
の
街
と
し
て

メ
キ
シ
コ
の
テ
ィ
フ
ァ
ナ
ま
で
は
車
な

ら
約
二
〇
分
で
行
け
る
。
気
候
は
一
年

を
通
し
て
温
暖
で
、
過
ご
し
や
す
く
街

並
も
綺
麗
で
、
観
光
地
と
し
て
も
人
気

が
あ
る
。

産
業
と
し
て
は
、
基
地
の
街
と
し
て

軍
事
産
業
が
発
展
し
、
近
年
で
は
情
報

通
信
関
連
の
企
業
や
、
バ
イ
オ
、
製
薬
、

医
療
機
器
の
企
業
な
ど
が
集
結
し
は
じ

め
て
い
る
。

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
を
十
時
に
出
発
し
、

メ
キ
シ
コ
国
境
の
街
テ
ィ
フ
ァ
ナ
に
バ

ス
で
向
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
メ
キ

シ
コ
の
国
境
を
越
え
る
際
の
出
国
審
査

は
割
合
簡
単
で
、
そ
れ
ほ
ど
の
時
間
も

か
か
ら
ず
メ
キ
シ
コ
に
入
国
で
き
る
。

し
か
し
、
逆
に
メ
キ
シ
コ
側
か
ら
ア
メ

リ
カ
側
に
入
国
す
る
際
の
入
国
審
査
は

厳
重
で
、
徒
歩
や
車
で
越
境
す
る
人
で

国
境
検
問
所
前
に
長
蛇
の
列
が
で
き
る
。

我
々
視
察
団
の
バ
ス
も
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

へ
の
帰
路
で
は
検
問
所
手
前
二
〇
〇
ｍ

の
と
こ
ろ
か
ら
通
過
す
る
ま
で
に
延
々

と
三
時
間
も
待
た
さ
れ
た
。ま
さ
に「
行

き
は
よ
い
よ
い
、
帰
り
は
こ
わ
い
」
で

あ
る
。

検
問
が
毎
年
厳
し
く
な
っ
て
い
る
要

因
は
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
不
法
入
国
者

の
増
加
と
、
麻
薬
密
輸
入
へ
の
取
締
り

強
化
だ
と
い
う
。
職
を
求
め
、
年
々
メ

キ
シ
コ
か
ら
の
不
法
入
国
者
は
増
加
、

テ
ィ
フ
ァ
ナ
か
ら
の
不
法
入
国
者
も
年

間
一
二
万
人
を
数
え
る
。

メ
キ
シ
コ
の
テ
ィ
フ
ァ
ナ
は
、
人
口

約
一
四
〇
万
人
、
バ
ハ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
最
大
の
都
市
で
あ
る
。
メ
キ
シ

コ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
と
の
三
カ
国

間
で
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
が
締
結
さ
れ
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ

な
ど
の
大
企
業
の
工
場
が
増
加
し
、
多

く
の
雇
用
を
生
ん
で
い
る
。
一
方
、
別

の
一
面
と
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
の
麻
薬
密

輸
の
拠
点
の
一
つ
で
も
あ
り
、
麻
薬
カ

ル
テ
ル
に
よ
る
犯
罪
や
警
察
の
汚
職
も

多
発
し
て
い
る
。

ティファナ・シーザーサラダ発祥のレストラン

ヒューストン・ロケットパーク内
月に行く予定で製造されたサターンロケットの実物
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テ
ィ
フ
ァ
ナ
の
メ
イ
ン
通
り
に
は
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
の
観
光
客
向
け
の

土
産
物
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
安
い
薬
品

を
扱
う
店
な
ど
が
建
ち
並
び
、
街
を
散

策
し
て
い
る
と
客
引
き
や
呼
び
込
み
が

必
ず
声
を
か
け
て
き
て
、
振
り
切
る
の

が
大
変
で
あ
る
。
ま
た
、
通
り
を
行
き

交
う
車
は
相
当
古
く
ボ
ロ
ボ
ロ
の
車
が

目
立
ち
、
日
本
語
で
会
社
名
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
中
古
商
用
車
も
多
く
見

か
け
た
。
街
に
は
整
備
工
場
も
多
い
。

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
戻
っ
た
翌
日
は
、

市
内
視
察
を
行
い
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
発

祥
の
地
・
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
や
バ
ル
ボ

ア
公
園
、
戦
艦
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
な
ど
を

見
学
し
た
。
市
内
は
ゴ
ミ
も
な
く
き
れ

い
で
、
気
候
の
せ
い
か
、
の
ん
び
り
・

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。

近
距
離
で
あ
り
な
が
ら
国
境
を
越
え

た
だ
け
で
、
建
物
も
車
も
人
種
も
ま
っ

た
く
別
の
表
情
を
持
つ
二
つ
の
都
市
を

視
察
し
、
そ
の
違
い
に
驚
か
さ
れ
た
。

【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
】

〜
多
民
族
都
市
〜

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

は
同
州
最
大
の
都
市
で
人
口
三
八
〇
万

人
、
国
内
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次
ぐ

人
口
を
有
す
る
都
市
。
英
語
と
ス
ペ
イ

ン
語
で
は
「
Ｌ
Ａ
」
と
略
し
、
日
本
語

の
略
称
「
ロ
ス
」
は
現
地
で
は
通
用
し

な
い
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
西
海
岸
最
大
の
商

業
・
金
融
拠
点
と
し
て
発
展
し
、
原
油

の
掘
削
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
た

今
日
で
は
、
電
子
機
器
、
半
導
体
、
宇

宙
産
業
な
ど
の
最
先
端
工
業
が
発
展
し

て
い
る
。
ま
た
、
太
平
洋
側
で
は
最
大

の
貿
易
窓
口
に
も
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
古
く
か
ら
労
働
力
と
し
て

の
ア
ジ
ア
系
移
民
を
受
け
い
れ
て
き
て

お
り
、
日
本
人
街
の
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ

ー
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
、
コ
リ
ア
タ
ウ

ン
、
リ
ト
ル
サ
イ
ゴ
ン
な
ど
の
ア
ジ
ア

系
タ
ウ
ン
が
あ
る
。
ま
た
、
メ
キ
シ
コ

系
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
移
民
も
多
く
、
現

在
で
は
、
全
人
口
の
約
半
数
近
く
が
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
も
し
く
は
ラ
テ
ン
系
だ
と

い
う
。
ま
さ
に
多
民
族
都
市
で
あ
る
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
、
車
窓
か
ら
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
、
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
、
コ

リ
ア
タ
ウ
ン
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
、
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア

ム
、
パ
サ
デ
ナ
市
な
ど
を
視
察
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス

地
域
。
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
ホ
ー
ム
レ
ス
が
群
が
る
地
域
が
あ

り
、
年
々
数
を
増
や
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
人
街
で
は
、

あ
き
ら
か
に
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
が
衰

退
し
て
お
り
、
閑
散
と
し
て
い
た
。
逆

に
、
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
や
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
は
活
況
で
、
行
き
か
う
人
の
数
が
違

う
。
ま
る
で
、
ア
ジ
ア
経
済
の
縮
図
を

見
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
っ
た
。

【
お
わ
り
に
】

今
回
の
ア
メ
リ
カ
視
察
で
訪
れ
た
都

市
で
共
通
し
て
い
る
の
は
そ
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
。
土
地
、
建
物
、
道
路
、

ト
ラ
ッ
ク
、
行
き
か
う
人
々
、
そ
し
て
、

料
理
と
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
ビ
ッ
グ
サ

イ
ズ
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
都
市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
趣

が
違
い
、
完
全
に
車
社
会
の
ダ
ラ
ス
郊

外
で
は
人
影
を
見
る
こ
と
は
稀
で
、
地

平
線
も
望
め
る
こ
と
か
ら
雄
大
な
景
観

だ
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
や
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
は
古
い
街
並
と
近
代
的
ビ
ル
郡
が

調
和
し
、
美
し
い
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

は
地
域
に
よ
る
貧
富
の
差
や
人
種
の
多

さ
、
エ
リ
ア
に
よ
る
景
観
の
違
い
を
強

く
感
じ
た
。

今
回
の
視
察
は
、
ア
メ
リ
カ
の
南
東

部
と
西
海
岸
の
一
部
だ
っ
た
が
、
あ
ら

た
め
て
ア
メ
リ
カ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
を
感
じ
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
や

料
理
な
ど
で
は
日
本
の
良
さ
を
再
認
識

で
き
た
。

ロサンゼルス・リトルトーキョーの街並

サンディエゴ・戦艦ミッドウェイをバックに
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参加者名簿
所属名・役職

日本信号株式会社 取締役会長

日本伸管株式会社 代表取締役会長

株式会社デサン 代表取締役会長

株式会社武蔵野銀行 取締役副頭取

株式会社第一住宅 代表取締役会長

東京ガス株式会社 埼玉支社長

むさし証券株式会社 取締役社長

入間ガス株式会社 代表取締役社長

幸手都市ガス株式会社 専務取締役

武州ガス株式会社 料金グループマネージャー

氏名
ニシムラ カズヨシ

西村 和義
ホソヌマ テツ オ

細沼 哲夫
フジイケ セイ ジ

藤池 誠治
クリハラ マサ ミ

栗原 正巳
コウ ノ ツネ オ

河野 経夫
マキ タケシ

牧 毅
コ ダカ フ ジ オ

小�富士夫
フカ イ ゼン ジ

深井 善次
コ ミネ ジン

小峯 仁
イケ ノ ススム

池野 進

（敬称略・順不同）

所属名・役職

坂戸ガス株式会社 営業部部長

アロハガス株式会社 経営企画室長

大東ガス株式会社 供給部次長

大東ガス株式会社 工業エネルギー課課長

DGサービス株式会社 取締役営業部長

協和工業株式会社 第一工事部次長

一般社団法人埼玉県経営者協会 専務理事

一般社団法人埼玉県経営者協会 事務局次長

ティ・シィ・アイ・ジャパン株式会社 代表取締役

氏名
ヤマモト タケシ

山本 猛
タナベヨウイチロウ

田辺洋一郎
ミツ イ リュウジ

三井 隆司
シゲ タ タカトシ

重田 隆敏
ヒラマツ トモ ヤ

平松 知也
コ デラ カズアキ

小寺 一明
ネ ギシ シゲフミ

根岸 茂文
ミヤ タ ノブヒサ

宮田 信久
ハヤサキ ヒロシ

早崎 寛

視 察 団 名 簿

日 程 表
日数 月 日 都 市 名 交通機関 摘 要

１ ２０１３年
１１月１３日�

東京（成田） 発
ダラス（DFW） 着
【時差：－１４時間】

AA－１７６

専用バス

アメリカン航空にて、ダラスへ

着後、シックスフロアー視察
（ケネディ大統領狙撃現場とされる教科書倉庫の６階の暗殺に
関する博物館）

（フォートワース泊）

２ １１月１４日� ダラス（DFW） 発
ヒューストン 着

専用バス

AA－２３３７

�クイックシルバー・リソーシス社
－バーネット堆積盆シェールガス開発事業
空路、ヒューストンへ

（ヒューストン泊）

３ １１月１５日� ヒューストン 発
ダラス（DFW） 着
ダラス（DFW） 発
サンディエゴ 着
【時差：－１６時間】

専用バス

AA－２９３８

AA－１０９３

ヒューストン市内視察
（JPモルガンチェイスタワー、マーケットスクエア公園、サ
ムヒューストン公園、ヒューストン美術館、日本庭園等）
サンディエゴへ移動

（サンディエゴ泊）

４ １１月１６日�

サンディエゴ
↓（２５km）

ティファナ
↓

サンディエゴ

専用バス

メキシコ国境の町ティファナへ
ティファナ市内視察
（レボルシオン通り、ソナ・リオの文化センター、博物館等）

（サンディエゴ泊）

５ １１月１７日�
サンディエゴ

↓（２３０km）
ロサンゼルス

専用バス

サンディエゴ市内視察
（バルボアパーク、オールド。タウン歴史公園、ラ・ホーヤ、
シーポートビレッジ等）

午後、専用バスにてロサンゼルスへ
（ロサンゼルス泊）

６ １１月１８日	 ロサンゼルス 専用バス

�Deezmaker 3D Printers & Hacker Space 社

午後、ロサンゼルス市内視察
（サンタモニカ、チャイニーズシアター、ファーマーズマーケ
ット等）

（ロサンゼルス泊）

７ １１月１９日
 ロサンゼルス 発
専用バス
AA－１６９ アメリカン航空にて、帰国の途へ

８ １１月２０日� 東京（成田） 着

―１５―
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▲NASAロケットセンターの
初期型アポロロケット

�
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

ド
ジ
ャ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア
ム

�
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
シ
ア
タ
ー

�
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
採
掘
現
場
に
て

（
ク
イ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー
・
リ
ソ
ー
シ
ス
社
）

�
ダ
ラ
ス
・
シ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
前
に
て

�
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
・
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
に
て

�
メ
キ
シ
コ
・
テ
ィ
フ
ァ
ナ
に
て
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